
で
つながる
広場

熊野町　東部地域防災センター（仮称）様式 11 皆の集まるホールと屋外広場を中心に、風景や光の感じられる居場所の散りばめられた、
熊野町のみなさんの心のよりどころとなる「丘のような地域防災センター」を提案します。

業務の実施方針及び設計コンセプト

私たちは、本プロジェクトの設計を通して災害の経験と記憶を真摯に受け止め、
引き継ぐとともに、町の未来をともに考えていく役目があると考えました。その
役割を、以下の３つのコンセプトとともに実現します。

空間提案、構造・設備計画、プログラムづくりといった様々な
レベルにおいて、日常時と災害時を連続的なものとして捉え、
日々の創造的な場の使いこなしが災害時の備えとなる計画とし
ます。

子どもから大人、赤ちゃんのいる家族、高齢者、障害のある人、
ペット同伴の人といった多様な価値観を受け止め、ともにいら
れる空間をつくります。

山々に囲まれた美しい自然風景に呼応し、地形、ランドスケー
プ、広場、そして建築が一体となった、まちの皆さんの心のよ
りどころとなる建築を目指します。

人びとの生きる力を育む場となる

1

2

3

象徴的な防災ホールイベント時・災害時によりどころとなるスロープ

建築ができるまでの過程をまとめ、まちの全住戸へ配布した
広報誌の例

取組体制

設計チームの特徴

広域計画

ともにつくるプロセスを大切にする

確実性・柔軟性・行動力を活かした実施体制

地形を読み解き、建物を安全に守る配置計画

敷地の 1 番高いエリアに建築 らせん壁で水から建物を守る らせん壁に沿った避難動線

周辺施設と連携し、まち全体について考える

配置計画

災害時・日常時における場の使われ
方を丁寧にヒアリングし、地域に根ざ
した建物とします。また、ワークショッ
プ等を通じて、完成後の使い方をと
もに想像し、試験的に実践することで、
町の人々が自らの暮らす環境の変化
に直接関わる機会を大切にします。

子育て世代に人気のある西部地域の「くまの・み
らい交流館」、地域の健康を支える大きなグラウン
ドや浴場のある「東部地域健康センター」等、既
存施設の特徴を考慮し、東部地域防災センターを
防災と交流の拠点として、皆が日常から楽しみなが
ら 「生き抜く力を育む場」となることを提案します。
建物を一つ建てることが、まちづくりのきっかけとな
るようなプロセスを目指します。中学生とまちの未来考えるWS の様子

公民館の開館イベントで、
地元の食材とレシピを学び伝えるカフェを開催

・若手設計者であることを活かし、いつでも熊野町にかけつける行動
力と、対話によってともに考える柔軟性をあわせもつチームです。意
匠設計者は、滋賀県にて指定避難所となる中央公民館 (2600m2)
や、尾道市にて防災拠点 (300m2)となる市庁舎の設計・監理経験
があり、防災拠点としての機能や予算・工期の管理を確実に行います。
・構造設計者は広島県出身で、情熱を持ってプロジェクトに取り組み
ます。教育施設・文化施設など多数の公共建築の実績があり、プロ
グラムに応じた適切な構造計画を提案します。設備設計者は防災機
能の必要な公民館や大企業の本社屋などの実績があり、日常時はも
ちろん災害時も想定した設備計画をします。意匠・構造・設備設計
者はともにこれまでにも協働してきた実績があり、チームワークを活
かした迅速・確実・創造的な実施体制とします。

敷地形状に沿ったらせんの壁で建物を守
ります。万が一の水害の際にもコンクリー
トの壁によって水を受け流し建物本体へ
の浸水被害がない計画とします。（緊急時
にはメインの開口部を土嚢や防潮板で塞
ぐことで敷地全体を守ることができます）

壁に沿ってスロープをつくることで、停
電時も誰もが安全に避難出来るルート
を確保。田園と一体となったやわらか
い景観を生み出します。

敷地には約 1m の高低差があり、敷地
内通路によって大きく二つのエリアに分
かれます。標高の高いエリアに主建物を
建て、分棟としても機能上問題のない
屯所と防災倉庫を、道を挟んだ向かい
側に立てる計画とします。

本敷地は、谷状地形において周辺より小高いことで、
災害時にも被害を受けにくい場所であるという特徴
があります。その特徴を生かし、敷地内でも最も高
い場所に主建物を配置する計画がふさわしいと考え
ました。

熊野筆がそうであるように、他にないものを妥協せずつくることが、長く愛され、
引き継がれていくものづくりの姿であると考えます。

「一筆書きののびやかなスロープ」「風景とつながる防災ホール」「大きな屋外
広場」によって、訪れるたびに皆の創造力を後押しする空間をつくります。

特に重視する設計上の配慮事項

ものづくりの町を象徴する「ここにしかない空間」を目指す

地形に沿ったスロープ地形に沿ったスロープ

敷地の中で最も高い位置に
主建物を配置
敷地の中で最も高い位置に
主建物を配置

谷状の地形の中にある小高い丘のような敷地谷状の地形の中にある小高い丘のような敷地

新設ルート（予定）新設ルート（予定）
前面道路前面道路熊野川熊野川 対象敷地対象敷地

51.40▽51.40▽
▽50.87▽50.87

△50.30△50.30
△52.46△52.46

熊野川熊野川

瀬野呉線瀬野呉線

水の流れ（想定）水の流れ（想定）

熊野東公民館熊野東公民館
建設予定地建設予定地

熊
野
川

熊
野
川

熊野第二小学校熊野第二小学校

熊野東部地域健康センター熊野東部地域健康センター

屋外広場
＋

駐車場
屋外広場
＋

駐車場

軒下の防災バッファ空間軒下の防災バッファ空間

防災ホール防災ホール

スロープスロープ

500500
GL+0＝+51.2
＝道路アクセスレベル
GL+0＝+51.2
＝道路アクセスレベル

▽最高 GL=+51.4
　
▽最高 GL=+51.4
　 ▽接道点▽接道点

▽1FL=GL+0.5m▽1FL=GL+0.5m

※1階 FLは GL+0( 接道レベル )＋500mmとする※1階 FLは GL+0( 接道レベル )＋500mmとする

屯所
防災倉庫
屯所
防災倉庫
公民館公民館

車両
動線
車両
動線

約1m約1m▽最低 GL=+50.3▽最低 GL=+50.3

〇+51.40〇+51.40

〇+50.30〇+50.30

+51.20 〇
=GL+0
+51.20 〇
=GL+0

高高

低低

自立心を育てる熊野らしい教育の風景

「自分の責任で自由に遊ぶ！」

周辺施設との連携を考える新！

町に新しい「まちづくりの拠点」が生まれます !

「多賀語ろう会」って？

中 央 公 民 館 が で き る ま で

新しく出来る多賀町中央公民館は、これからの多賀の未来
を考える「まちづくりの拠点」として生まれ変わります。これ
までのようなサークル活動や催し物の出来る場所はもちろ
ん、300 席のホール、明るい児童室、広々とした調理室、多
目的に使える土間ホールなど、まちの皆さんが気軽に立ち寄
りたくなるような、多様な居場所づくりを目指しています。

多賀町には豊かな山林（森林資源）があ
り、かつては林業や製材業といった産業
が盛んでした。新しい公民館にはたくさ
んの町内産木材を利用し、「伐り、植え、
育て、伐り、利用する」森林資源循環の
仕組みの再構築に取り組んでいます。

新しい公民館をまちづくりの視点で考え、
建設準備段階から地域の皆さんとともに
学び合い、交流を深めながら開館に備え
るための場です。町に詳しい学芸員の方
と町内を巡ったり、「多賀の食」をテーマ
に山菜採りを行ったりなど、まちづくりに
繋がる研修やイベントを実施しています。

今までの公民館は団体で使用していた
だくことを想定していたため、「◯◯
サークルの活動をする」「△△講座を
受講する」といった目的を持っていな
い人にとっては、訪れる機会が少な
かったかと思われます。しかし新しい
公民館は個人でも気軽に立ち寄ること
ができ、多様な人々が集える場所を目
指しています。このため、土間ホールや
ベンチコーナーなど、部屋をかりなく
ても誰でも使える共用スペースが充実
した設計になっており、また地域や観
光などのいろいろな情報が集まる拠点
としての機能も備えています。
ふらりと来ておしゃべりをしたり、本を
読んだり、勉強をしたり、またサークル
に加入したりして、一人で来ても誰か
とつながり、学びを深めることができ
る場所、そしてコミュニティの拠点とし
て、地域の皆さんとともにつくっていく
公民館を目指しています。現在、地域
住民の方と協働して行う活動のひとつ
として、多賀の郷土料理を若い世代に
伝え、伝統の味に誇りをもっていただ
けるよう「ふるさと多賀の食まつり」を
企画しています。（多賀町 生涯学習課）

参加ご希望の方は生涯学習課TEL 0749-48-8130までお問合せ下さい

2 0 1 7 年 8 月

こんな場所を目指しています!
公民館の未来って？

中央公民館につかう木材を伐採している様子

地域の方々との山菜取りトラックへの丸太の積み込みの様子

町の木を使って建てる
　　　　　みんなの公民館

あたらしい中央公民館には
こんな場所をつくっています。

発行元：多賀町中央公民館運営準備室 多賀語ろう会｜企画・編集：大西麻貴 + 百田有希 / o+h  
お問い合わせ：多賀町教育委員会事務局 生涯学習課　〒522-0352 滋賀県犬上郡多賀町久徳１６0-１　TEL 0749-48 -8130

場所は現・多賀町中央公民館の隣となります！

会議室ホワイエ
普段は勉強や休憩スペースとして自由に使え
会議時には休憩時間のたまり場としても利用
できます。

会議室ホワイエ
普段は勉強や休憩スペースとして自由に使え
会議時には休憩時間のたまり場としても利用
できます。

和室2和室2和室1和室1

事務室事務室

輪転機室輪転機室
風除室風除室

エントランスエントランス

調理実習室調理実習室

図書スペース図書スペース

児童室児童室

授乳室授乳室

託児乳児
コーナー
託児乳児
コーナー

土間ホール土間ホール

ホワイエホワイエ作業室1作業室1

食事室食事室

相談室相談室
作業所
事務室
作業所
事務室

送迎待合
コーナー
送迎待合
コーナー

配膳室配膳室 畳コーナー畳コーナー蔵蔵

作業室2作業室2

展示スペース展示スペース

ホール2ホール2

ホール1ホール1

ステージステージ

荷解室荷解室

控室1控室1 控室2控室2

舞台袖2舞台袖2舞台袖1舞台袖1

工作室工作室

多目的室多目的室

駐輪場駐輪場

小会議室小会議室
大会議室大会議室

会議室
ホワイエ1
会議室
ホワイエ1

サークル等
団体所有者
管理スペース

サークル等
団体所有者
管理スペース

中会議室中会議室

ホール
約120席の固定席の「ホール1」、約200席の移動
観覧席が収納されている「ホール2」があり、あわ
せて約300席のホールです。ホール1は移動間仕
切を使って小さな居心地のよいホールにも出来
ます。ホール2はホワイエと一体的に、多賀座の
練習にも使える広々とした場所にもなります。

ホール
約120席の固定席の「ホール1」、約200席の移動
観覧席が収納されている「ホール2」があり、あわ
せて約300席のホールです。ホール1は移動間仕
切を使って小さな居心地のよいホールにも出来
ます。ホール2はホワイエと一体的に、多賀座の
練習にも使える広々とした場所にもなります。

杉の子第2作業所
障がいのある方とともに、仕事や活動に取り
組む杉の子作業所は、南側に面した明るい見
晴らしのよい場所にあります。工作室や展示
スペースと隣り合っており、制作などの連携
や交流が生まれます。

杉の子第2作業所
障がいのある方とともに、仕事や活動に取り
組む杉の子作業所は、南側に面した明るい見
晴らしのよい場所にあります。工作室や展示
スペースと隣り合っており、制作などの連携
や交流が生まれます。

土間ホール
誰でも自由に入れる共用部です。土間ホール
には様々な部屋や場所が面しておりたくさん
の活動が見えます。

土間ホール
誰でも自由に入れる共用部です。土間ホール
には様々な部屋や場所が面しておりたくさん
の活動が見えます。

多目的室
小さな音楽イベントやヨガなど多目的に利用
できる部屋です。扉を開けることで「土間ホ
ール」と一体的に利用することもできます。

多目的室
小さな音楽イベントやヨガなど多目的に利用
できる部屋です。扉を開けることで「土間ホ
ール」と一体的に利用することもできます。

児童室
土間ホールから少し上がった場所にあり上足
で利用します。土間ホールや外部に面した部
分には縁側があり、親御さん達が座りながら
子どもたちの様子を眺められます。

児童室
土間ホールから少し上がった場所にあり上足
で利用します。土間ホールや外部に面した部
分には縁側があり、親御さん達が座りながら
子どもたちの様子を眺められます。

調理実習室
コンロが４台ある調理実習室で、車いすの方
も利用できる調理台もあります。土間ホール
に向かってカウンターや窓があるので、模擬
店なども可能です。

調理実習室
コンロが４台ある調理実習室で、車いすの方
も利用できる調理台もあります。土間ホール
に向かってカウンターや窓があるので、模擬
店なども可能です。

ホワイエ
田んぼや山並みの見える明るい空間です。
ホール利用時には待合スペースとして、普段
は子どもたちの遊び場として利用できます。

ホワイエ
田んぼや山並みの見える明るい空間です。
ホール利用時には待合スペースとして、普段
は子どもたちの遊び場として利用できます。
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芹川

現・中央公民館

基本情報
所在地
延べ床面積
開館予定日

： 滋賀県多賀町久徳
： 2611.84 ㎡
： 2019 年 4月頃

多目的ホールと
土間ホールの
一体利用が可能

のんびり休憩できる
縁側、ベンチコーナー

土間ホールの活動を眺めながら
休憩できる「畳コーナー」

漬物や発酵食品を保管する
共同の「蔵」

事務室や輪転機の待合スペース
芹川を眺めながら休憩できる

「会議室ホワイエ2」

中庭が眺められる
ベンチコーナー

田んぼや鈴鹿山脈が
見える明るい「ホワイエ」

「ホール2」と「ホワイエ」を
一体の空間として利用可能

柔軟な使い方ができるホール

ゆっくり本を読んだり、
子どもたちが勉強できる
「図書スペース」

共同の屋外スペース

蔵蔵蔵蔵

N

0 2 5 20 (ｍ)10 



ランドスケープと一体となった駐車スペース
普段は広場とし、必要なときに駐車場として使用
ランドスケープと一体となった駐車スペース
普段は広場とし、必要なときに駐車場として使用

スロープスロープ

曲面を生かした講義室曲面を生かした講義室

熊野の山々を
眺められる防災ホール
熊野の山々を
眺められる防災ホール

舞台背面を開け放つことで
風景とつながる

舞台背面を開け放つことで
風景とつながる

災害時空調を
使用できる小和室
災害時空調を
使用できる小和室

一体利用一体利用

ラウンジからカフェのように
利用できるカウンター

ラウンジからカフェのように
利用できるカウンター

山へ向かって視線が抜ける山へ向かって視線が抜ける

一体利用一体利用

展示壁にも利用できる可動間仕切で
部屋の分割が可能
展示壁にも利用できる可動間仕切で
部屋の分割が可能

イベント時に使用できるステージイベント時に使用できるステージ

災害時にも使用できるストーブを設置災害時にも使用できるストーブを設置

テラスに面した縁側テラスに面した縁側

大きな広場から独立した、
こどもが安心して遊べるテラスと広場
大きな広場から独立した、
こどもが安心して遊べるテラスと広場

足洗い場足洗い場

災害時空調を使用する災害時空調を使用する

建物全体を
見ることのできる事務室

建物全体を
見ることのできる事務室

車寄せとなる軒下車寄せとなる軒下

±０±０+51.20
= +0

+51.20
= +0

-100-100

-300-300

-200-200

-400-400

-500-500

-600-600

-700-700

-800-800

±０±０

－500－500

+500+500

+500+500

+50+50

受水槽からつながる蛇口受水槽からつながる蛇口

搬入のプラットフォーム
にもなるベンチ
搬入のプラットフォーム
にもなるベンチ

まきを常に
保管しておく
まきを常に
保管しておく

イベント時や災害時
仮設トイレを設置する
イベント時や災害時
仮設トイレを設置する

テラスと一体的に
利用できる調理室
テラスと一体的に
利用できる調理室

広場を見渡せるテラス広場を見渡せるテラス 交流ラウンジと地域カフェを
つなぐ吹抜
交流ラウンジと地域カフェを
つなぐ吹抜

災害時には受水槽から
直接給水できる

災害時には受水槽から
直接給水できる

使い勝手により選べる
大小の和室
使い勝手により選べる
大小の和室

災害時にも更衣室や
授乳室として利用
災害時にも更衣室や
授乳室として利用

待合ベンチ待合ベンチ

ホールの控室
としても利用
できる和室

ホールの控室
としても利用
できる和室

+5000+5000

エントランスロビー
フリースペース

エントランスロビー
フリースペース

まき割り広場まき割り広場

駐車場（39台）駐車場（39台）

防災倉庫防災倉庫

屯所・詰所屯所・詰所

車出入口車出入口

車出入口車出入口

事務室事務室

▼▼

倉庫倉庫

地域ボランティア
ビューロー

地域ボランティア
ビューロー

地域カフェ地域カフェ テラステラス

こども広場こども広場

イベント広場イベント広場

キッズ
ルーム
キッズ
ルーム

授乳室授乳室
WCWCWCWC

多目的
WC
多目的
WC

調理室調理室

機械室機械室

テラステラス

受水槽
キュービクル
受水槽

キュービクル

防災ホール防災ホール交流
ラウンジ
交流

ラウンジ

ステージステージ

講義室講義室

吹抜吹抜

準備室準備室

和室１和室１

和室2和室2

テラステラステラステラス 和室3和室3
シャワー室シャワー室

50 10 20

1F 平面図

2F平面図

EVEVEVEV

EVEVEVEV

①１階
エントランスロビー兼
フリースペース　　　　：104人
(内：廊下等　　　　　  ：  23人）
ボランティアビューロー：  25人
キッズスペース・授乳室：  29人
屯所・詰所　　　　　　：  10人
半屋外　　　　　　　　：126人
　　　　　　　　　　計：294人

①１階
エントランスロビー兼
フリースペース　　　　：104人
(内：廊下等　　　　　  ：  23人）
ボランティアビューロー：  25人
キッズスペース・授乳室：  29人
屯所・詰所　　　　　　：  10人
半屋外　　　　　　　　：126人
　　　　　　　　　　計：294人

①１階
フリースペース　　　：58人
キッズスペース　　　：12人
　　　　　　　　　計：70人

①１階
フリースペース　　　：58人
キッズスペース　　　：12人
　　　　　　　　　計：70人

① 1F  : 294 人

② 2F  : 261 人

総収容可能人数（①＋②）：555人
① 1F  : 70 人

② 2F  : 115 人

総収容可能人数（①＋②）：185人

仮設トイレ仮設トイレ

屋内避難室屋内避難室

在宅避難者のための
支援スペースにもなる
在宅避難者のための
支援スペースにもなる

診察者駐車スペース診察者駐車スペース

女性専用の着替えや
授乳のためのスペース
女性専用の着替えや
授乳のためのスペース

半屋外避難スペース半屋外避難スペース
半屋外荷捌・トリアージュスペース半屋外荷捌・トリアージュスペース

独立空調可能室独立空調可能室

運営本部運営本部 運営本部運営本部

仮設トイレ仮設トイレ
炊き出し広場炊き出し広場

まき割り広場まき割り広場

ゴミ置場ゴミ置場
まき置場まき置場まき置場まき置場

炊き出しスペース炊き出しスペース

調理・配膳室調理・配膳室

荷下し
エリア
荷下し
エリア防災倉庫防災倉庫 防災倉庫防災倉庫

仮設風呂仮設風呂
救護室救護室

※一人当たりの必要面積：約2.70㎡/人

②２階
防災ホール　　：110人
交流ラウンジ　：  33人
和室　　　　　：  38人
講義室　　　　：  28人
廊下など　　　：  22人
半屋外　　　　：  20人
　　　　　　計：261人

②２階
防災ホール　　：  61人
交流ラウンジ　：  18人
和室　　　　　：  21人
講義室　　　　：  15人
　　　　　　計：115人

A. 指定緊急避難所：災害発生後3日目頃まで B. 指定避難所：災害発生後3日目以降

衛生面に配慮し、調理室は
滞在場所としない
衛生面に配慮し、調理室は
滞在場所としない

災害初期から活用できる
仮設トイレ
災害初期から活用できる
仮設トイレ

カーテンで仕切ることで
半屋内化できる
カーテンで仕切ることで
半屋内化できる

誰もが上階へ避難できるスロープ誰もが上階へ避難できるスロープ

特別な配慮が必要な人のための
独立した避難室となる
特別な配慮が必要な人のための
独立した避難室となる

雨に濡れず倉庫に
直接搬入できる駐車スペース
雨に濡れず倉庫に
直接搬入できる駐車スペース

ペット同伴者のための
独立した動線を確保
ペット同伴者のための
独立した動線を確保 フレキシブルに領域を可変

できる間仕切
フレキシブルに領域を可変
できる間仕切

建物と連携した利用ができる建物と連携した利用ができる

トリアージュや支援者・物資の受付を行うトリアージュや支援者・物資の受付を行う

災害時に非常用電源で空調災害時に非常用電源で空調

情
に

こどもたちが安心して遊べる小さな広場こどもたちが安心して遊べる小さな広場

乳幼児世帯室乳幼児世帯室
乳幼児世帯室乳幼児世帯室

ペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリア

支援物資
ベース
支援物資
ベース

≒1000×（2000＋700）(mm)

個室面積2.0m2

※一人当たりの必要面積：約1.50㎡/人

500
1000
1000
1000

2000

1400
2000

1000 1000

700≒1000×（1000＋500）(mm)

個室面積1.00m2

支援ゾーン
支援ゾーン

避難生活ゾーン避難生活ゾーン

▽最高高さ＝ 1FL+12.5ｍ▽最高高さ＝ 1FL+12.5ｍ

▽2FL=1FL+4.5ｍ▽2FL=1FL+4.5ｍ

△GL+0=+51.2△GL+0=+51.2△GL=+51.2△GL=+51.2
▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ

（=+51.7ｍ）（=+51.7ｍ）

（=+56.2ｍ）（=+56.2ｍ）

（=+64.2ｍ）（=+64.2ｍ）
ホールラウンジやテラスと
連携して使える調理室

入口付近に事務室を配置入口付近に事務室を配置

災害時屋内化できる

風景への眺望
・明るさを確保

災害時にも取水できる
受水槽を調理室に隣接配置

駐車場と連携して使用できる屋外軒下スペース
災害時用の取水口を設けるスロープ下を利用した屋外倉庫

まき置場に利用できる

楽しみながら備える
まき割り広場

有効
4.5m

0 1 5 10m

エントランスロビー
フリースペース

エントランスロビー
フリースペース

ホールホール ステージステージラウンジラウンジ

自衛隊車両が通行可能な高さを確保
歩道橋基準の有効h=4.5
自衛隊車両が通行可能な高さを確保
歩道橋基準の有効h=4.5

屋外テラスと連携して
使うことができる
屋外テラスと連携して
使うことができる

柱状地盤改良柱状地盤改良

車路は直天井とし二次部材の
損傷がない計画とする
車路は直天井とし二次部材の
損傷がない計画とする

調理室調理室

軒下軒下屯所屯所軒下軒下防災倉庫防災倉庫
まき置場まき置場まき割り広場まき割り広場

事務室事務室 テラステラス

受水槽
キュービクル
受水槽

キュービクル

ア . 災害に強いまちづくりを加速 / 災害時のゾーニング計画

ア . 災害に強いまちづくりを加速 / 断面計画

ア . 災害に強いまちづくりを加速、イ . 地域力の強化を育む空間づくり / 平面計画

避難時でも安心して過ごせる居住空間

イベント時や災害時にも、
ランドスケープと一体になって活用できる平面計画

誰もが過ごしやすい柔軟なプランニング

スロープにより上下階をつなげる断面計画

長いスロープが活動の背骨となり、敷地全体を効率的に使える計画とする。

調理室前ではテラスが炊き出しスペースとなる。

広場に面したボランティアビューローと地域カフェは
ボランティアや物資の受付場所として機能する。

仮設風呂を支援ゾーンに設けることで、
在宅避難者も利用がしやすい。

里山資源を活用するまき割り広場

部外者の立ち入りを制限する
第１のセキュリティラインと、
避難者の居住空間・プライバ
シーを守る第２のセキュリティ
ラインを明確に設定する。そ
れにより、支援者の活動スペー
スと避難者の居住スペースを
すみ分けることができる。

スロープによって、居住ゾーン
(プライベート)と支援ゾーン
( パブリック) がゆるやかにつ
ながる。両者が出会う2 階の
テラスには調理室が面し、食
を通した交流の場所となる。
支援ゾーンを設けることで在宅
避難者の支援にも配慮する。

災害時の状況に応じたフレキシブルな利用が可能なゾーニング計画

イベント時の屋外広場と軒下の使いこなしが、災害時につながる

＝支援ゾーン

＝避難生活ゾーン

第1のセキュリティライン

第2のセキュリティライン

PrivatePrivate

PublicPublic
PrivatePrivatePublicPublic

支援ゾーン 避難生活
ゾーンバッファ 日常時

中心にある皆の集まる場所から、各部
屋にアクセスできる。
避難時
・周辺の部屋は外部から直接アクセス
できる。
・そのため共用部をEV・トイレ前など
に絞って最小限化することができる。
・中心のフリースペースは周辺の部屋
の拡張空間として利用可能。

避難時のペット同伴者への配慮
・一般の避難者と動線及びエリアを
分け、直接屋外の軒下空間からア
クセスできる。
乳幼児世帯への配慮
・キッズルームを避難場所とし、非
常用発電機によるエアコンの利用が
可能。授乳室および水回りに隣接
している。

面積表

日常時 避難時

エントランスロビー・フリースペース 157㎡
　     　    ( 内：風除室・廊下   35㎡ )
地域ボランティアビューロー 　  40㎡
地域カフェ 　　　　　　   　20㎡
事務室 　　　　　　 　  38㎡
キッズルーム              35㎡
授乳室　　　　 　　　　  　   10㎡
防災倉庫 　　　　　 　  　50㎡
屯所・詰所 　　　　　　   　30㎡
防災用バッファー空間 ( 滞在 ) 189㎡
防災用バッファー空間 ( 荷捌 ) 164㎡
その他共用部　　　　　　 　  53㎡

講義室　　　　　　　        43㎡
和室　　　　　　　　        58㎡
交流ラウンジ　 　　        　50㎡
防災ホール　　　　         165㎡
準備室　　　　　      　 　25㎡
調理室　　　　　　       　72㎡
WC・シャワー室 　　        30㎡
防災用バッファー空間 ( 滞在 )  30㎡
防災用バッファー空間 ( 荷捌 )  36㎡
その他共用部　                 61㎡
屋内延床面積：　　　　937㎡
屋外 ( 軒下 ) 延床面積：  419㎡

1F 2F

乳幼児世帯

ペット同伴世帯

拡張可能
共用出入口
独立出入口

テラスは災害時に屋内化でき、ペットの居場所に。
独立したアクセスを確保。



丘のように強くあたたかい佇まいが、皆を守る避難所としてまちの新しいシンボルとなる

安全性と経済性に配慮した構造計画 設計の工夫による工期短縮とコスト管理 維持費改修費の削減

土壁の風合いを持つ存在感のある壁が、やわらかく熊野川サイドを囲み、中の人々を守る。ゆるやかなスロープがお祭りの時には桟敷席となり、祝祭的な風景を生み出す。

外の風景の見える防災ホール。ハイサイドライトから印象的な光が差し込む。

ウ . 美しいまちづくりの推進

イ . 地域力の強化を育む空間づくり

構造計画 エ . 実現性の高いライフサイクルコストの縮減策 / コスト管理に関する工夫及び管理方針設備計画

・耐水性、耐火性、耐衝撃性を
考慮してRC 造とします。
・壁が特徴的である形態から、
柱・壁同厚の耐震壁付ラーメン
構造とします。
・スパンが 10 ｍを超える部分の
床は、ボイドスラブを採用し基礎
の少ない計画とします。
・既存地盤の上に基礎をつくる
計画とし土工事の削減を行いま
す。(基礎下には柱状地盤改良を行う)
・布基礎を壁直下に限定して配
置する計画とし、1 階床を土間
化することでコスト削減を行いま
す。（ピット部など除く。盛土の強度は
転圧後、平板載荷試験で確認する）

・基礎形式を土工事の少ない計画とし、工期短縮をはかります。
・現場掘削土は、床レベルの嵩上げなどに利用し、排出土の削減を行います。
・資材不足が問題となっている重量鉄骨を使わず、RC 工事を積極的に採
用し工種を限定することで、職人の確保・工期管理のしやすい計画とします。
・避難時に有効な内部空間を確保しながら、効率的な平面計画とし、
無駄な面積を削減・内部動線空間を最小化することで、有効に使える
半屋外空間、スロープの建築費を捻出します。( 内部床面積 937m2）
・坪単価別にエリアを分け、各エリアの面積を調整していくことで、設
計の初期段階から全体の予算管理を行います。

・らせん状の壁に沿って卓越風を呼び
込み、ハイサイドライトと合わせて自
然通風・自然採光が可能な計画とし
ます。中間期のエネルギー消費を削
減するとともに、災害時でも良好な
居住環境を確保します。
・屋根防水材など外装部材には高耐
久性能を持った材料を検討し維持改
修費の縮減に努めます。　

在宅避難者在宅避難者

支援物資ゾーン支援物資ゾーン 避難生活
ゾーン
避難生活
ゾーン

調理室調理室

受水槽

災害用
蛇口

災害用
蛇口

キュービクル

蓄電池

太陽光発電
空調室外機

ボンベ庫

まき置場 防災倉庫
（仮設トイレ＋物資など）

灯油タンク＋ポータブル発電機

地域のお祭りやイベントを
行うことが、自然と防災の
訓練や備えになるような計
画とします。専門性の高い
機器類を極力避け、誰もが
参加・操作できる装備とす
ることで、防災意識を高め
ます。　

〇受水槽　　　
 • 2 階のテラスに設置。1 階の軒
下・2 階テラスに災害時用の蛇
口を設け、祭りや屋外イベント
時に使用できる計画とする。

 • 500 人が 3日間過ごすことの出
来る飲料水を確保。　　　　

（500 人ｘ3ℓｘ3日＝ 4.5m3）
 • 調理室と連携できる配置。

日常的に使うことが備えにつながる防災設備計画

1 階地域カフェと 2 階交流ラウンジが吹抜けでつながる。

車道から切り離された、安心して遊べるこども広場

ホールと一体利用できる交流ラウンジ

▽GL

布基礎を壁の直下に限定布基礎を壁の直下に限定

基礎天端がFLより
高くても良い
基礎天端がFLより
高くても良い

既存地盤の上に基礎をつくる既存地盤の上に基礎をつくる

一般的な基礎形式 土工事を削減する基礎形式

耐震壁耐震壁

布基礎をまわす布基礎をまわす

耐震壁耐震壁

基礎天端をFL以下とする
ため地面を掘る
基礎天端をFL以下とする
ため地面を掘る

柱状地盤改良柱状地盤改良柱状地盤改良柱状地盤改良

土間スラブ土間スラブ

▽GL
▽FL ▽FL

土間 t＝150土間 t＝150

RC壁 B ｗ220RC壁 B ｗ220

RC壁A ｗ250RC壁A ｗ250

屋根 スラブ t＝180屋根 スラブ t＝180

ホール屋根 
ボイドスラブ t＝300
ホール屋根 
ボイドスラブ t＝300

その他床 
RCスラブ t=200
その他床 
RCスラブ t=200

ホール床 
ボイドスラブ
 t=450
ホール床 
ボイドスラブ
 t=450

基礎基礎

C：半屋外

B：内部一般
C: 軒下半屋外

A：内部ホール

E：外構舗装
D：スロープ A内部ホール

坪 140-160 万

B内部一般部
坪 110-130 万

C軒下半屋外
坪 50-70 万 ( 単価は諸経費込を想定 )

Dスロープ
坪 15-20 万

E外構舗装
坪 3-5 万

自然採光

防災ホール防災ホール

〇非常用電源
 • 灯油タイプのポータブル発電機
を用意し、イベント時にも使用
できる計画とする。

 • 春には家庭で余った灯油を持ち
寄り備蓄し、防災意識を高める。

〇受変電設備
 • 浸水に配慮し2 階に設置する。

〇トイレ
 • 一般的な仮設トイレを保管し、お

祭りやイベント時にも使用する。
（仮設トイレ3 個で 500 人 3 日間
の容量を満足する）

〇太陽光発電（6kw 程度）
 • 1日分の発電量を貯める蓄電池を

設けることでいつでも防災用電源
として利用できる計画とする。


